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会 

長 

挨 

拶 
 

 
 

後
援
会
会
長 

   

村 

木 

雅 

直 

 

昨
年
度
に

引
き
続
き
、

会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
、

村
木
で
す
。

昨
年
度
は
、

滋
賀
大
学
経
済
学
部
１
０
０
周
年
記
念
式

典
を
始
め
様
々
な
関
連
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
参
加
を
し
、
同
窓
生
の
皆
様

と
関
わ
り
を
持
つ
中
で
、
あ
ら
た
め
て
滋

賀
大
学
の
伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
さ
て
、
後
援
会
の
新
規
役
員
を
入
学
式

後
の
説
明
会
で
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
方
が
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

今
ま
で
は
滋
賀
県
内
ば
か
り
だ
っ
た
役
員

も
、
交
通
費
の
支
給
等
を
手
当
て
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
県
外
の
方
に
も
役

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
後
援
会
の
活
動
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

学 

長 

挨 

拶 
 

 
 
 
 
 
 

竹 

村 
彰 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨
昨
年
採
択
さ
れ
た
「
地
域
中
核
・
特
色

あ
る
研
究
大
学
の
連
携
に
よ
る
産
学
官
連

携
・
共
同
研

究
の
施
設
整

備
事
業
」
に

よ
る
産
学
連

携
研
究
の
た

め
の
「
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ

棟
」
の
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
完
成
の

見
込
み
で
す
。
１
階
は
学
生
も
集
う
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
３
年
間
続

い
た
コ
ロ
ナ
禍
は
幸
い
落
ち
着
き
を
見

せ
、
今
年
度
は
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
コ
ロ

ナ
以
前
と
同
様
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
０
０

周
年
記
念
事
業
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
記
念
植
樹
や
石
碑
の
設
置
も

行
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
も
是
非
、

一
度
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

経
済
学
部
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能 

登 

真 

規 

子 
 

後
援
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
教
育
研
究
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
は
、
学
生
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な

部
活
・
サ
ー
ク
ル
へ
の
勧
誘
活
動
の
声
と

と
も
に
始
ま

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
中

に
存
続
の
危

機
を
迎
え
て

い
た
団
体
も

あ
り
ま
し
た

が
、
力
強
く
復
活
を
遂
げ
て
お
り
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。 

学
部
改
組
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
３
年
次

か
ら
の
専
攻
の
選
抜
手
続
（
レ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
を
今
秋
初
め
て

実
施
し
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
が
大
学
入

学
後
の
自
身
の
学
び
を
ふ
り
返
り
、
よ
り

深
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
契
機
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 

川 

治 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
の
市
川
治

で
す
。
私
自
身
、
娘
の
高
校
時
代
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ

り
、
後
援
会
の
活
動
に
は
と
て
も
親
し
み

を
持
っ
て
お

り

ま

す
。
い

つ
の
ま
に
か

大
き
く
成
長

し
た
子
供
た

ち
で
す
が
、

大
学
生
時
代

は
ま
だ
ま
だ
自
分
を
確
立
で
き
て
お
ら

ず
、
様
々
な
こ
と
で
悩
ん
だ
り
、
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
た
り
し
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
の
時
期
を
「
最
後
の
親

バ
カ
時
代
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
子
供
た
ち
の
生
活
に
積
極
的
に
関
与

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
友
人
の
名
前
や

先
生
の
名
前
を
覚
え
て
お
話
を
聞
き
だ
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
学
校
に
行
か
な
い

日
が
続
く
よ
う
な
ら
声
掛
け
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。 

大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡 

本 

哲 

弥 
 

平
素
よ
り
滋
賀
大
学
の
教
育
研
究

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
度
、
経
済
学
部
は
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
経
済
学

研
究
科
も
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
伝
統

の
う
え
に
、
本
年
度
、
新
た
に
博
士

前
期
課
程
に
日
本
初
の
経
営
分
析
学

専
攻
が
立
ち
上
が
り
、
経
済
・
経
営

学
領
域
の
学
問
的
専
門
性
と
多
様
性

の
上
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
方

法
論
が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
国
立
大
学
最
大
の
規
模

と

多

様

性

を

誇

る

経

済

学

部

の

リ

ソ
ー
ス
を
活
か
し
大
学
院
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、
新
し
い
時

代
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 
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大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

研
究
科
長
挨
拶 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

飯 

山 

将 

晃 
 

平
素
よ
り
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
の

教
育
・
研
究
に
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
よ
り
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
科
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
飯
山

将
晃
で
す
。
研
究
科
も
６
年
目
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
に
大
学
院
を
修
了
し
た
学
生
た
ち
も

製
造
・
Ｉ
Ｔ
・
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
・
公
務
員

等
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
の
大
き
な
変
化
と
し
て
博
士
前
期
課
程

定
員
の
８
０
名
へ
の
増
員
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
社
会
か
ら
の
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
人
材
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
に
対
応
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
実
践
力
の
あ
る
高
度

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
人
材
を
育
て
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

経
済
学
部
副
学
部
長
挨
拶 

  
 

総
務
・
企
画
担
当  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
   

石 

井 

利 

江 

子 
 

 

マ
ス
ク
の
着
用
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
で

学
生
た
ち
が
一
層
楽
し
そ
う
に
新
年
度
を
迎

え
、
教
員
と
し
て
も
顔
と
名
前
を
一
致
さ
せ

る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
嬉
し
く
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。
学
部
の
直
面
す
る
制
約
は

年
々
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
総
務
・
企
画
担

当
と
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
を
目
指

し
、
学
部
の
様
々
な
仕
組
み
の
改
善
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

学
務
・
学
生
生
活
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

西 

村 

正 

秀 
 

昨
年
度
か
ら
大
学
の
講
義
も
原
則
的
に
対

面
に
戻
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
学
生
数
も

徐
々
に
増
え
て
き
た
印
象
で
す
。
夜
間
主
の

廃
止
や
来
年
度
か
ら
始
ま
る
３
回
生
か
ら
の

専
攻
配
属
な
ど
に
伴
い
、
学
務
に
関
し
て
も

様
々
な
改
変
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
学

生
・
事
務
職
員
・
教
員
に
対
す
る
丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

入
試
・
広
報
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
     

可 

児 

島 

達 

夫 
 

 

経
済
学
部
の
今
年
度
入
試
で
は
、
夜
間
主

廃
止
や
特
別
選
抜
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
経

済
学
を
始
め
多
様
な
社
会
科
学
理
論
を
深
く

学
び
、
様
々
な
社
会
課
題
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
に
は
、
多
様
な
背
景
や
視
点
を
持

つ
学
生
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
筆

記
試
験
の
ほ
か
面
接
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
面

的
な
選
考
方
法
を
採
用
し
、
受
験
生
の
個
性

や
意
欲
の
正
し
い
評
価
に
努
め
ま
す
。
皆
様

に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

大
学
院
経
済
学
副
研
究
科
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陳 

韻 

如 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４
月
に
博
士
前
期
課
程
に
日
本
初
の
経
営

分
析
学
専
攻
を
開
設
し
た
こ
と
で
、
新
し
い

専
攻
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
大
学
院
運

営
体
制
の
整
備
が
今
年
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
す
。
選
抜
方
法
の
再
検
討
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
強
化
な
ど
の
制
度
改
革
を
始
め
、
多

様
化
し
た
学
生
間
の
交
流
や
外
部
機
関
と
の

連
携
も
図
れ
る
よ
う
大
学
院
教
育
全
体
の
質

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
副
学
部
長
挨
拶 

総
務
・
企
画
担
当 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椎 

名 

洋 
 

４
月
よ
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
副

学
部
長
（
総
務
・
企
画
担
当
）
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
、
椎
名
で
す
。
来
年
度
よ
り
、
学

部
の
定
員
が
１
０
０
名
か
ら
１
５
０
名
に
増

え
る
な
ど
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
は
組

織
と
し
て
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
優
れ
た
教
育
・
研
究
を
実
践
す
る

た
め
に
、
引
き
続
き
後
援
会
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

学
務
・
学
生
生
活
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

佐 

藤 

健 

一 
 
 

 

昨
年
度
に
続
き
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
後

援
会
役
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
で
、
そ
の
活

動
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

学
生
の
学
業
や
豊
か
な
学
生
生
活
を
送
る
上

で
欠
か
せ
な
い
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
学
務
・
学
生
生
活
担
当
と

し
て
学
生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
提
案

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

入
試
・
広
報
担
当 

             
     

佐 

藤 

正 

昭 
 
 

 

今
年
度
は
、
入
試
・
広
報
担
当
を
拝
命
し

て
お
り
ま
す
。
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
時

代
を
牽
引
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に

お
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
及
び
研

究
科
は
、
来
年
度
か
ら
大
幅
に
定
員
が
増

え
、
か
つ
選
抜
方
法
も
大
き
く
変
更
さ
れ
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
べ

く
、
し
っ
か
り
と
入
試
業
務
を
遂
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

副
研
究
科
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
  

    
 

村 

松 

千 

左 

子 

本
年
度
、
副
研
究
科
長
を
拝
命
し
大
学
院

の
学
務
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
一
部
の
講
義
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ス
の
学
生

も
加
わ
り
、
来
年
度
に
は
定
員
が
８
０
名
と

な
り
ま
す
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
加
え
、
大
人
数
講
義
の

難
し
さ
も
増
し
ま
す
が
、
環
境
整
備
と
講
義

科
目
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

後列： 可児島・西村各副学部長   岡本(哲)研究科長 

前列： 石井副学部長  能登学部長  陳副研究科長 

後列： 村松副研究科長 佐藤(正)・佐藤(健)各副学部長 

前列： 飯山研究科長  市川学部長  椎名副学部長 

データサイエンス学部 経済学部 
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３
月
２
５
日
、
大
津
市
の
び
わ
湖
ホ
ー

ル
に
て
令
和
５
年
度
滋
賀
大
学
卒
業
証

書
・
学
位
記
、
大
学
院
研
究
科
学
位
記
、

特
別
支
援
教
育
専
攻
科
修
了
証
書
授
与
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
教
育
学

部
２
２
３
名
、
経
済
学
部
４
３
０
名
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
９
７
名
、
大
学

院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
１
名
、
大
学

院
教
育
学
研
究
科
高
度
教
職
実
践
専
攻

（
教
職
大
学
院
）
２
５
名
、
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
５
名
、
大
学

院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
前
期

課
程
４
６
名
、
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
８

名
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
学
位
記

授
与
者
２
名
、
ま
た
、
滋
賀
大
学
初
と
な

る
大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博

士
学
位
記
授
与
者
２
名
の
合
計
８
５
９
名

が
滋
賀
大
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
第
５
類
感
染
症
に
移
行
し
て
か
ら

初
め
て
の
式
展
と
な
り
、
多
く
の
保
護

者
・
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
晴
れ
の
日
を
共
に
お
慶
び
い
た
だ
き

ま
し
た
。
式
典
は
２
部
制
（
第
１
部
は
教

育
学
部
・
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
特
別

支
援
教
育
専
攻
科
、
第
２
部
は
経
済
学

部
・
経
済
学
研
究
科
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
）

で
開
催
し
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
向

け
て
式
典
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。 

竹
村
学
長
か
ら
学
部
、
大
学
院
、
専
攻

科
の
代
表
者
へ
の
卒
業
証
書
等
の
授
与
に

続
き
、
学
長
式
辞
で
は
「
新
し
い
時
代
の

最
前
線
に
立
つ
皆
さ
ん
、
本
日
は
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
滋
賀
大
学
を

卒
業
し
た
諸
先
輩
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
日
卒
業
す

る
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
は
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
の
新
し

い
門
出
を
祝
福
い
た
し
ま
す
。
」
と
卒
業

生
へ
は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
在
校
生
代
表
か
ら
お
祝
い
と 

感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
卒
業
生
代
表
か

ら
は
「
本
日
の
卒
業
式
を
機
に
、
私
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
道
へ
と
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
学
問
の
道
に

進
む
者
も
、
就
職
し
社
会
貢
献
に
邁
進
す

る
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
め
た
進
路
に
お

い
て
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
よ
り

良
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
努
力

す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
決
意
い
た
し
ま

す
。
」
と
今
後
の
決
意
と
教
職
員
、
在
校

生
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
式
展
で
は
学
部
、
大
学
院
、
専

攻
科
か
ら
特
に
学
業
成
績
が
優
秀
だ
っ
た

方
が
代
表
者
と
し
て
卒
業
証
書
等
の
授
与

を
受
け
る
共
に
、
学
部
に
お
い
て
在
学
期

間
中
に
最
も
優
れ
た
学
業
成
績
を
挙
げ
ら

れ
た
方
は
学
業
成
績
優
秀
者
学
長
賞
の
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

代
表
者
及
び
学
業
成
績
優
秀
者
に
選
抜

さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
不
断
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
て
、
以
下
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

 

卒
業
証
書
等
授
与
代
表
者 

教
育
学
部 

 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

酒
井 

翔
大 

経
済
学
部 

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科 

 
  

橋
本 

昂
星 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科  

川
口 

陽
子

大
学
院
教
育
学
研
究
科 

専
門
職
学
位
課
程
高
度
教
職
実
践
専
攻 

林  

正
人 

大
学
院
経
済
学
研
究
科 

 

博
士
前
期
課
程 

経
済
学
専
攻 髙

橋 

秀
征 

大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

博
士
前
期
課
程 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

専
攻 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

吉
野   

航 

大
学
院
経
済
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程 

経
済
経
営
リ
ス
ク
専

攻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

張 
 

璟
霞 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

今
井 

綾
乃 

大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

博
士
後
期
課
程 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

専
攻 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

菊
池 

元
太 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

花
田 

圭
佑 

特
別
支
援
教
育
専
攻
科 

障
害
児
教
育
専
攻 

 
 

  

田
中 

清
佳 

 

学
業
成
績
優
秀
者
学
長
賞
表
彰
者 

教
育
学
部 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

松
来 

丈
音 

経
済
学
部 

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科 

 
  

橋
本 

昂
星 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科  

阪
本 

乃
愛 

  

令
和
５
年
度 

卒 

業 

式 
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４
月
４
日
、
大
津
市
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル

に
て
令
和
６
年
度
滋
賀
大
学
入
学
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
教
育
学
部
２
３

６
名
、
経
済
学
部
５
１
０
名
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
１
０
８
名
、
大
学
院
教
育

学
研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
２
９
名
、
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
３
０

名
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
２
名
、
大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
科
博
士
前
期
課
程
５
３
名
、
大
学
院

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
後
期
課

程
４
名
、
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
７
名
の

計
９
７
９
名
が
新
た
な
学
生
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
感
染
症

に
移
行
し
て
か
ら
初
め
て
の
式
典
と
な

り
、
多
く
の
保
護
者
・
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
は
２

部
制
（
第
１
部
は
教
育
学
部
・
大
学
院
教

育
学
研
究
科
・
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
、

第
２
部
は
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
）
で
開
催
し
、
出
席
で
き

な
か
っ
た
方
に
向
け
て
式
典
の
ラ
イ
ブ
配

信
を
行
い
ま
し
た
。 

 
教
育
学
部
・
渡
邊
史
准
教
授
に
よ
る
学

歌
独
唱
か
ら
は
始
ま
り
、
入
学
生
宣
誓
、

来
賓
の
祝
辞
、
在
学
生
に
よ
る
歓
迎
の

辞
、
役
職
員
の
紹
介
の
順
で
進
行
し
ま
し

た
。
竹
村
学
長
か
ら
は
「
世
界
は
不
安
定

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
平
和
な
日
本

に
住
む
私
た
ち
は
、
こ
の
平
和
を
積
極
的

に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
終
息
も
あ
り
、
い
ま
日
本
に
は
外

国
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
来
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
日
本
が
平
和

で
安
全
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
平
和
な

国
が
経
済
や
文
化
を
発
展
さ
せ
、
戦
争
を

す
る
国
が
衰
退
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
世
界
が
ま
た
平
和
に
向
か
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
こ

の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
日
本
を
発
展

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世
界
が

不
安
定
化
す
る
中
で
、
日
本
は
日
本
だ
け

で
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
和

な
日
本
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
食
料
自
給
率

は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
す
。
日
本
は

世
界
と
の
貿
易
で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
日
本
は
、
世
界
の
中
で
ル
ー
ル
を
守

り
つ
つ
、
他
の
国
と
競
争
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滋
賀
大
学
は
『
湖
国

か
ら
世
界
へ
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
世

界
と
戦
え
る
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
世
界
の
変
化
を
理
解
し
、

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
創
造
性
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
が
大
学
教
育
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
変
化
の
時
代

は
、
不
安
の
時
代
で
あ
る
と
と
も
に
、
可

能
性
の
開
け
た
時
代
で
す
。
滋
賀
大
学
の

中
期
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
未
来
創
生
大

学
で
す
。
世
界
が
未
曾
有
の
変
化
に
見
舞

わ
れ
る
な
か
、
皆
さ
ん
が
滋
賀
大
学
で
の

学
び
を
通
し
て
、
未
来
を
切
り
拓
く
人
材

に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
在
学
生
代
表
か
ら
は
「
今
日
、

こ
の
日
を
も
っ
て
、
皆
さ
ん
は
滋
賀
大
学

生
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
滋
賀
大

学
の
評
価
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
、
お
一

人
お
一
人
が
作
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。
国
立
大
学

滋
賀
大
学
の
一
員
と
し
て
、
共
に
新
し
い

時
代
を
開
拓
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と

歓
迎
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
今
後
、
滋
賀
大
学

で
勉
学
に
励
み
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

         

令
和
６
年
度 

入 

学 

式 

竹村学長からの式辞 

会場の様子 

入学生代表の宣誓 
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学
生
が
高
齢
者
と
の 

 
 
 
 
 
 

ペ
ア
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施 

 

学
生
団
体
「
滋
賀
大
学
チ
ー
ム
ス
ー
リ
ー

ズ
」
が
、
高
齢
者
と
若
者
の
交
流
、
運
動
不

足
の
解
消
、
観
光
に
よ
る
地
域
の
魅
力
再
発

見
に
よ
っ
て
彦
根
の
街
を
大
学
生
か
ら
盛
り

上
げ
た
い
・
彦
根
に
笑
顔
を
増
や
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
大
学
生
と
高
齢
者
が
ペ
ア

に
な
っ
て
彦
根
の
街
を
歩
き
な
が
ら
観
光

し
、
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
３
月
２
９

日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
地
域
の
高
齢
者
１
０
名
と
留
学
生

を
含
む
学
生
９
名
が
ア
ル
プ
ラ
ザ
彦
根
４
階

に
集
合
し
、
自
己
紹
介
の
後
チ
ー
ム
分
け
を

し
て
、
準
備
体
操
を
行
い
滋
賀
大
学
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

前
、
高
齢
者
と
若
者
の
交
流
の
際
に
、
高
齢

者
同
士
・
大
学
生
同
士
で
固
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
日
は
高
齢
者
と
大
学
生
で
ペ
ア
に

な
り
歩
く
こ
と
で
、
会
話
が
盛
り
上
が
り
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

滋
賀
大
学
に
到
着
後
は
、
大
学
ら
し
い
雰

囲
気
の
大
合
併
教
室
で
昼
食
を
と
り
、
学
生

か
ら
大
学
紹
介
を
行
っ
た
り
、
高
齢
者
か
ら

学
生
生
活
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
り
、
和

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

講
堂
前
に
て
記
念
撮
影
を
行
い
、
体
調
を
考

慮
し
な
が
ら
夢
京
橋
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
り
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
ア
ル
プ
ラ
ザ

彦
根
ま
で
戻
り
ま
し
た
。 

 

今
回
、
多
く
の
高
齢
者
、
学
生
が
参
加
し

て
非
常
に
満
足
度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
は
若
い

世
代
と
の
交
流
の
機
会
を
求
め
て
お
り
、
ま

た
大
学
生
も
地
域
の
方
と
の
交
流
に
関
心
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
イ
ベ
ン
ト

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の
反
応
を

見
る
と
、
高
齢
者
の
方
は
１
～
３
か
月
に
１

回
の
開
催
を
望
ん
で
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
今
回
は
交
流
と
運
動
に
焦
点
を
あ
て

た
実
施
で
し
た
が
、
次
回
は
観
光
要
素
を
強

め
た
形
で
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

（
文
責
：
ス
ー
リ
ー
ズ
代
表 

経
済
学
部
２

回
生 

藤
本
翔
太
） 

 
 

 

    

 

 

    

 

漕
艇
部
の
所
属
メ
ン
バ
ー
が
Ｎ
Ｚ
大
学 

 

選
手
権
で
２
種
目
優
勝
の
快
挙 

 

３
月
３
０
日
～
３
１
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
カ
ラ
ピ
ロ
湖
に
て
開
催
さ
れ
た

「2
0
24

 
Ao
n
 
N
Z
 
Un
i
ve
r
si
t
y
 
R
o
wi
ng 

C
h
a
mp
i
on
s
hi
p
s

」(

Ｎ
Ｚ
大
学
選
手
権)

に
、
Ｎ
Ｚ･

オ
タ
ゴ
大
学
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
本
学
漕
艇
部
か
ら
西
村
菜
々
花
さ
ん

(

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
４
回
生)

と
銖

藤
蓮
さ
ん(

経
済
学
部
３
回
生)

が
出
場

し
、
Ｖ
ａ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
ク
ラ
ス
に
お
い
て

両
者
の
ク
ル
ー
が
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
と
ペ
ア

の
２
種
目
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

本
学
漕
艇
部
の
メ
ン
バ
ー
が
海
外
の
大

会
で
優
勝
す
る
の
は
こ
れ
が
初
と
な
り
、

創
部
以
来
の
快
挙
で
す
。 

 

二
人
の
活
躍
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
漕

艇
部
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

     

  

大
会
結
果 

■
Ｖ
ａ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
ク
ラ
ス 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
（
Ｖ
ｒ
ｓ 

Ｗ
２
 

×

）
西
村
・
銖
藤 

17
艇
中
１
着
      

  

■
Ｖ
ａ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
ク
ラ
ス 

女
子
ペ
ア
（
Ｖ
ｒ
ｓ 

Ｗ
２
ー
）
西
村
・

銖
藤 

14
艇
中
１
着  

 

学
生
活
動
だ
よ
り 

ペア観光実施の様子 

（左から）表彰式の西村さん、銖藤さん  

表彰式の様子 

参加者集合写真 
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経
済
学
部
の
現
況 

 
 
 
 

 
 
 

経
済
学
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

能 

登 
真 

規 

子 

●
年
度
初
め
の
様
子 

経
済
学
部
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
１
年
生
が
初
め

て
一
堂
に
会
す
る
機
会
で
す
。
人
数
制
限
が

撤
廃
さ
れ
た
大
合
併
教
室
が
ほ
ぼ
満
席
に
な

り
ま
し
た
。
教
室
の
外
で
上
級
生
達
が
部
活

サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
を
し
よ
う
と
列
を
な
し
て

い
た
の
も
印
象
的
で
、
大
学
の
春
の
風
物
詩

が
復
活
し
ま
し
た
。 

●
入
学
者
の
状
況 

今
年
度
の
入
学
者
者
は
昼
間
主
コ
ー
ス

が
４
２
４
名
（
定
員
４
１
０
名
）
、
夜
間

主
コ
ー
ス
が
５
８
名
（
定
員
５
０
名
）
と

な
り
ま
し
た
。
三
年
次
編
入
学
は
２
２
名

（
定
員
２
０
名
）
で
し
た
。 

前
期
日
程
（
定
員
１
７
２
名
）
と
後
期

日
程
（
定
員
１
５
０
名
）
を
合
わ
せ
た
一

般
選
抜
の
志
願
者
は
２
４
７
６
名
で
、
昨

年
度
の
１
９
９
５
名
よ
り
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
ち
な
み
に
昨
年
度
は
前
年
度
比

約
１
０
％
減
（
前
年
度
志
願
者
は
２
２
１

７
名
）
で
し
た
。
志
願
者
数
は
ほ
ぼ
隔
年

で
増
減
し
ま
す
。
一
般
選
抜
の
受
験
者
は

１
３
１
３
名
、
合
格
者
は
３
９
２
名
で
、

倍
率
は
前
期
日
程
の
国
外
型
が
３
．
０

倍
、
数
外
型
が
３
．
１
倍
、
後
期
日
程
の

国
外
型
が
３
．
３
倍
、
数
外
型
が
４
．
０

倍
で
し
た
。 

特
別
選
抜
の
入
学
者
は
、
総
合
型
選
抜

資
格
検
定
型
が
２
４
名
、
学
校
推
薦
型
Ａ

が
４
０
名
、
学
校
推
薦
型
Ｂ
が
２
１
名
、

私
費
外
国
人
留
学
生
が
１
２
名
で
し
た
。 

令
和
７
年
度
入
学
者
選
抜
よ
り
、
夜
間

主
コ
ー
ス
５
０
名
の
募
集
を
停
止
し
、
一

般
選
抜
前
期
日
程
・
後
期
日
程
、
総
合
型

選
抜
の
定
員
を
変
更
し
ま
す
。
２
２
歳
以

上
を
対
象
と
す
る
社
会
人
選
抜
を
定
員
６

名
で
開
始
し
ま
す
。 

大
学
院
経
済
学
部
研
究
科
博
士
前
期
課

程
（
定
員
３
２
名
）
に
は
６
２
名
の
出
願

が
あ
り
３
０
名
が
、
博
士
後
期
日
程
（
定

員
３
名
）
に
は
３
名
の
出
願
が
あ
り
２
名

が
入
学
し
ま
し
た
。 

●
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

改
組
に
よ
り
経
済
学
専
攻
、
経
営
学
専

攻
に
続
く
第
３
の
専
攻
が
経
営
分
析
学
専

攻(

Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ)

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

組
織
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
経
営
分
析
学
専
攻
で
は
経
営
分

野
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
探
究
し
て
い
き
ま
す
。
企
業
か
ら

の
派
遣
社
会
人
学
生
ば
か
り
で
な
く
、
経

済
学
部
卒
業
生
も
２
名
が
進
学
し
て
い
ま

す
。 

●
授
業
の
状
況 

 

本
学
経
済
学
部
で
は
、
現
在
、
大
多
数

の
授
業
は
対
面
で
の
開
講
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
も
継
続
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
春
学
期
は
、
週
に
１

０
コ
マ
が
同
時
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
、

１
４
コ
マ
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
オ
ン
ラ

イ
ン
の
授
業
形
態
で
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

社
会
と
の
つ
な
が
り
も
重
視
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
春
学
期
は
、
連
合
滋
賀
、

滋
賀
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
に
よ
る
連
続

講
義
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
陵
水
会
員

（
本
学
部
卒
業
生
）
４
名
に
よ
る

「Principles of Business Manage-

ment 

」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
製
造
業
に
つ
い
て
英
語
で
講
義
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

特
別
コ
ー
ス
の
再
編
拡
充
後
２
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
１

期
生
は
２
学
期
目
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ス
を
受
講
中

で
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ー
ス

は
、
各
自
、
初
歩
的
な
科
目
か
ら
履
修
を

進
め
て
い
き
、
入
学
時
と
２
年
次
春
学
期

終
了
時
に
２
０
名
ず
つ
の
コ
ー
ス
生
が
選

抜
さ
れ
ま
す
。 

大
学
院
で
は
、
従
来
の
経
済
学
系
教
員

に
よ
る
特
講
や
演
習
の
他
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
と
の
共
通
科
目
や
Ｍ
Ｂ
Ａ

Ｎ
に
適
し
た
科
目
が
新
た
に
開
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
人
院
生
が
増
え
る
中
、
野

村
総
合
研
究
所
の
実
務
家
教
員
に
よ
る
授

業
の
役
割
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

●
経
済
経
営
研
究
所 

 

気
鋭
の
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、
「
先

端
研
究
だ
け
ど
気
軽
に
質
問
で
き
る
」
を

合
言
葉
に
セ
ミ
ナ
ー
を
精
力
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
学
部
学
生
も
多
く
参
加
し
て

い
ま
す
し
、
ど
な
た
で
も
ご
聴
講
い
た
だ

け
ま
す
。 

h
tt

p
s://w

w
w

.eco
n

.sh
iga

-u
.ac.jp

/eb
risk/ 
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
現
況 

 
 
 

 

 
 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 

川 
 

治 

 

滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
お

よ
び
大
学
院
で
は
、
毎
年
２
月
に
卒
業
研

究
発
表
会
と
修
士
論
文
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
も
、
金
融
・
流
通
・
自
治

体
・
製
造
・
農
業
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
漁

業
・
人
事
・
教
育
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
具
体
的
な
社
会

問
題
を
解
決
し
て
い
る
の
だ
ぞ
」
と
再
認

識
い
た
し
ま
し
た
。
企
業
デ
ー
タ
を
利
用

し
た
実
践
的
な
教
育
と
、
統
計
分
析
・
Ａ

Ｉ(

機
械
学
習)

 

・
Ｉ
Ｔ
・
調
査
な
ど
の

各
領
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
強
み
が

い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
す
。 

 

卒
業
・
修
了
し
た
と
き
に
、
社
会
や
会

社
の
具
体
的
な
問
題
を
解
く
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・
大
学
院
を
志
向
す
べ

き
理
由
で
す
。
今
年
も
、
志
を
同
じ
く
す

る
精
鋭
た
ち
、
学
部
１
０
８
名
、
大
学
院

修
士
５
３
名
、
博
士
４
名
が
入
学
し
て
き

ま
し
た
。
ち
な
み
に
学
部
の
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
私
が
挨
拶
の
ス

ピ
ー
チ
を
し
た
時
に
は
、
全
員
が
前
を
向

い
て
強
い
視
線
を
私
に
送
っ
て
く
れ
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
新
入
生
の
志
の
高
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

就
職
実
績
も
年
々
良
く
な
っ
て
い
ま

す
。
主
観
に
な
り
ま
す
が
、
数
年
前
と
比

較
し
て
よ
り
多
く
の
学
生
が
有
名
企
業
か

ら
内
定
を
も
ら
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
直
近
で
は
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
大
手
の
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア

に
学
部
卒
と
修
士
卒
を
合
わ
せ
て
７
名
の

就
職
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
印
象
的
で
し

た
。
情
報
通
信
業
、
製
造
業
、
金
融
業
、

小
売
業
、
輸
送
業
な
ど
幅
広
い
業
種
に
就

職
し
て
い
る
傾
向
は
従
来
ど
お
り
で
す
。 

 
さ
て
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
は
新
し
い
挑
戦
を
始
め
ま
す
。
２
０

１
７
年
に
一
期
生
が
学
部
に
入
学
し
て
か

ら
丸
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
今
の

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
都
市
部
の
私
大
を
中

心
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
謳
う
学
部
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
文
科
省
主
導

の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
に
よ
り
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
の
認
定
を
受
け
た
大
学
が
３

８
２
件
、
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
認
定
を
受

け
た
大
学
・
学
部
（
学
科
）
が
１
４
７
件

あ
り
、
（
い
ず
れ
も
Ｒ
５
年
８
月
時
点
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
教
え
て
い
る
と
い

う
大
学
は
全
国
に
豊
富
に
あ
る
と
い
う
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

は
次
の
領
域
へ
教
育
と
研
究
を
拡
張
し
始

め
て
い
ま
す
。 

●
生
成
Ａ
Ｉ 

●
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト 

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
代
表

さ
れ
る
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
を
利
用
し
た

テ
キ
ス
ト
生
成
技
術
や
、Stable

 
Dif-

fusion 

に
代
表
さ
れ
る
拡
散
モ
デ
ル
に

よ
る
画
像
生
成
技
術
を
含
み
ま
す
。
最
近

で
は
音
楽
生
成
技
術
も
台
頭
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
理
論
的
に
理
解

し
、
活
用
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
学
部
も
、
昨
年
の
秋
学

期
科
目
と
し
て
、
「
（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
特
論
Ｂ
）
生
成
Ａ
Ｉ
の
理
論
と
活
用
」

と
い
う
講
義
を
開
講
し
ま
し
た
。
他
大
学

よ
り
も
早
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。 

 

生
成
Ａ
Ｉ
が
文
章
や
画
像
や
音
楽
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
今
後
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー

ト
と
は
急
速
に
融
合
し
て
い
き
ま
す
。
昨

年
８
月
に
滋
賀
大
学
は
国
立
音
楽
大
学
と

連
携
協
定
を
結
び
、
す
で
に
、
学
生
レ
ベ

ル
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
滋
賀
大
学
の
学
生
が

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
で
生
成
し
た

音
楽
部
品
を
、
国
立
音
楽
大
学
の
学
生
が

曲
に
仕
上
げ
る
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
う
い
っ
た
新
し
い
挑
戦
に
よ
る
モ
ー

メ
ン
タ
ム
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
新
た
な
受

験
者
層
を
取
り
込
み
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
す
。
Ｒ
７
年
度
入
学
者
か
ら
、
学
部
の

入
学
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
名
か
ら

１
５
０
名
に
増
や
し
ま
す
。
ま
た
修
士
の

入
学
定
員
を
５
０
名
か
ら
８
０
名
に
増
や

し
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
入
試
制
度
を
改
革
し
て
多
様

な
人
材
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

総
合
型
選
抜
で
は
、
こ
れ
ま
で
課
せ
ら
れ

て
い
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
得
点
条

件
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
女
子
枠
を
導

入
し
ま
す
。
後
期
日
程
試
験
で
は
、
共
通

テ
ス
ト
３
科
目
と
面
接
で
受
験
で
き
る
枠

を
設
け
ま
す
。
商
業
高
校
な
ら
び
に
工
業

高
校
、
私
大
型
受
験
生
か
ら
も
優
秀
な
学

生
が
入
学
し
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
高
専
か
ら
の
３
年

次
編
入
も
始
ま
り
ま
す
。
目
下
、
受
け
皿

を
大
き
く
し
つ
つ
、
教
員
の
確
保
に
も
奔

走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

後
援
会
の
皆
様
か
ら
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
お
知
恵
を
拝
借
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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就
職
支
援
体
制
に
つ
い
て 

 

教
育
・
学
生
支
援
機
構 

特
命
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入 

江 
 

直 

樹 
 

 

平
素
よ
り
学
生
の
就
職
支
援
に
格
別
の
お

力
添
え
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
生
へ
の
就

職
支
援
体
制
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は

経
済
学
部
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
学

ぶ
学
生
、
及
び
経
済
学
研
究
科
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
研
究
科
で
学
ぶ
大
学
院
生
に
対

し
て
各
自
が
選
択
す
る
進
路
に
向
け
て
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
外
部
環
境

の
変
化
、
学
生
気
質
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
す
べ
て
の
学
生
が
希
望
す
る
進
路
選
択
が

で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

大
学
が
整
備
し
て
い
る
就
職
支
援
体
制 

 

滋
賀
大
学
で
は
学
生
の
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
様
々
な
シ
ス
テ
ム
、
制

度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
学
生
が
効
果
的
、
効
率
的
に
就
職
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
学
生
の
就

職
活
動
を
専
門
演
習
担
当
教
員
、
就
職
委
員

会
、
就
職
支
援
室
、
学
生
支
援
課
が
こ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
就
職
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
、
制
度
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

●
滋
賀
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
支
援
シ
ス

テ
ム
（S

U
C
C
E
S
S
:
 
S
h
i
g
a
 
U
ni
v
e
r
s
i
t
y

´
s
 
C
a
m
p
u
s
 
C
o
m
p
u
t
e
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
 

S
u
p
p
o
r
t
 
S
y
s
t
e
m

） 

 

就
職
支
援
室
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
就
職
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報

に
つ
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
提
供
し
ま

す
。
刻
々
と
変
化
す
る
外
部
情
報
、
学
内
で

の
企
業
説
明
会
、
企
業
か
ら
の
連
絡
、
滋
賀

大
学
だ
か
ら
持
ち
得
る
求
人
情
報
な
ど
を
学

生
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
学
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
的

に
機
能
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

●
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
求
人
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム 

 

自
宅
や
下
宿
な
ど
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
在

学
生
専
用
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
滋
賀
大

学
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う
企
業
の
求
人
情

報
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
提
供
し
ま
す
。
学
生
が
企
業
研
究
の
た

め
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
客
観
的
で
正
確
な
情
報
で
あ
る
求
人
票

を
軸
に
就
職
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
指
導
し

て
お
り
ま
す
。 

●
就
職
支
援
室
で
の
就
職
相
談 

 

進
路
・
就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
毎
日
９
時
３
０
分
か
ら
１

６
時
３
０
分
ま
で
の
対
応
で
、
面
談
方
法
は

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
相
談
内
容

は 

◆

進
路
選
択
に
つ
い
て
の
相
談 

◆

個
人
面
接
、
集
団
面
接
の
模
擬
訓
練 

◆

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
履
歴
書
の
添
削 

◆

求
人
票
送
付
企
業
の
紹
介 

な
ど
で
す
。
時
間
内
で
あ
れ
ば
予
約
な
し
で

対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

●
就
職
支
援
室
で
の
情
報
提
供 

 

企
業
・
団
体
か
ら
の
求
人
情
報
・
企
業
説

明
会
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
い
ま

す
。 

◆

就
職
活
動
関
連
の
書
籍
・
雑
誌
・
日
本
経

済
新
聞
等
が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。 

◆

大
学
連
携
及
び
公
募
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
。 

◆

公
務
員
、
大
学
院
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
等
の
専
門
職
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

◆

１
回
生
か
ら
４
回
生
ま
で
幅
広
く
実
施
さ

れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
の
充
実
し
た
独
自
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
・
制
度
を
用
い
て
学
生

を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。 

滋
賀
大
学
卒
業
生
に
よ
る
就
職
支
援
体
制 

 

滋
賀
大
学
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
陵
水

会
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
中
心
に
し
て
、
左

記
の
よ
う
な
支
援
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
学
内
合
同
企
業
説
明
会 

 
本
年
は
３
月
に
対
面
で
実
施
し
、
卒
業
生

が
就
職
を
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業

で
、
有
名
大
手
企
業
中
心
に
１
２
０
社
が
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
４
日
間
で
延
べ
６

０
０
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。  

●
陵
水
懇
話
会 

 

卒
業
後
２
５
年
の
先
輩
方
を
中
心
に
１
０

数
名
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
業
界
紹
介
を
中

心
に
働
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
が
多
く
在
籍

す
る
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
が
志
望
す

る
業
界
か
ら
卒
業
生
を
お
招
き
し
て
リ
ア
ル

な
お
話
し
を
お
聞
き
で
き
る
機
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

●
陵
水
会
計
人
会
懇
談
会 

 

伝
統
的
に
卒
業
生
か
ら
公
認
会
計
士
や
税

理
士
を
多
数
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
傾

向
は
今
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
今
も
多
く

の
学
生
が
こ
れ
ら
の
資
格
試
験
に
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
。
先
輩
で
あ
る
現
役
の
会
計
士
・

税
理
士
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
会
計
士
・

税
理
士
の
仕
事
、
勉
強
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
く

懇
談
会
で
す
。 

《
支
部
別
就
職
支
援
行
事
の
開
催
》 

 

名
古
屋
支
部
、
大
阪
支
部
を
中
心
に
各
支

部
で
そ
の
地
域
で
活
動
す
る
Ｏ
Ｂ
が
学
生
に

地
域
な
ら
で
は
の
情
報
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が
中
止
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
今
後
は
復
活
し
て
い
た
だ
け
る
見
込

で
す
。 

 

こ
れ
ら
以
外
に
も
学
生
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問

な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
卒
業
生
の
方
々
の
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

滋
賀
大
学
の
卒
業
生
は
、
前
身
の
旧
制
彦

根
高
等
商
業
学
校
時
代
か
ら
の
約
１
０
０
年

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
金
融
・
保
険
・
商

業
・
製
造
業
・
Ｉ
Ｔ
業
界
等
全
国
的
規
模
で

経
済
界
に
進
出
し
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
官

公
庁
・
教
育
界
・
学
界
へ
も
進
出
し
て
い
ま

す
。 

就
職
活
動
と
支
援 
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令
和
５
年
度
就
職
状
況
に
つ
い
て 

 

教
育
・
学
生
支
援
機
構 
特
命
教
授 

 
 
 
 
 
 
 

入 

江 
 

直 

樹 

 

令
和
５
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
対

面
で
選
考
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
場
面
に
よ
っ
て
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
上
手
く
活
用
し
、
効
率
的
に
採
用
を

進
め
よ
う
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
説
明
会
、
書
類
の
提
出
、
試

験
、
面
接
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
セ
ス

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
最
終
面
接
の

み
を
対
面
で
実
施
す
る
、
と
い
う
形
が
一

般
的
と
な
り
ま
し
た
。 

 

学
生
が
提
出
を
求
め
ら
れ
る
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
へ
の
記
載
内
容
は
世
の
流
れ

を
反
映
し
て
な
の
か
何
を
学
ん
だ
の
か
、

ど
ん
な
力
を
付
け
た
の
か
、
と
い
う
問
い

が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
腰
を
据
え
た
姿
勢
で
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
コ
ツ
コ
ツ
諦
め
な
い

で
継
続
で
き
る
か
、
な
ど
が
重
要
な
要
素

で
あ
る
こ
と
も
新
た
な
傾
向
で
あ
り
ま

す
。 

 

【
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
の
活
動
】 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
に
対
す
る

求
人
は
デ
ー
タ
分
析
専
門
企
業
、
製
造

業
、
情
報
Ｉ
Ｔ
業
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
業
な

ど
様
々
な
業
界
か
ら
様
々
な
職
種
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
学
生
も
技
術
系
専
門
職

を
目
指
す
者
、
技
術
系
総
合
職
を
目
指
す

者
、
事
務
系
総
合
職
を
目
指
す
者
と
多
種

多
様
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
総
合
商
社
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
か
ら
も
求
人
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
上
手

く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
の
が
大
学
の
役
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
企
業
か
ら
選
考
さ

れ
る
、
と
い
う
受
け
身
で
は
な
く
、
企
業

と
学
生
と
が
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
か
、
と

い
う
の
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
の

就
職
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

  

      

  

【
経
済
学
部
生
の
活
動
】 

 

昨
年
か
ら
み
ら
れ
る
業
界
の
選
び
方
の

変
化
が
よ
り
一
層
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
金
融
業
、
製
造
業
に
代
わ
り
情
報

Ｉ
Ｔ
業
が
業
界
別
進
路
の
筆
頭
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
労
働
環

境
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
企
業
が
多
く

な
り
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
求
人
数
も
飛
躍
的
に
増
加

し
て
お
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
多
く
の
学

生
が
こ
れ
ら
の
業
界
に
進
路
を
取
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
地
元
に
戻
っ
て
働

く
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
元
の
地

方
銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど
の
金
融
機
関
、

も
し
く
は
地
元
製
造
業
に
進
路
を
取
る
者

も
増
加
傾
向
で
す
。
こ
の
地
元
傾
向
の
影

響
で
し
ょ
う
が
、
メ
ガ
バ
ン
ク
、
生
命
保

険
、
損
害
保
険
各
社
が
地
域
総
合
職
（
総

合
職
で
あ
る
が
転
居
を
伴
う
異
動
が
な

い
）
を
新
た
に
導
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
リ
ア
を
固
定
す
る

学
生
の
選
択
肢
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
長
時
間
労
働
が
悪
と
言
わ
れ
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
パ

ワ
ハ
ラ
だ
と
言
わ
れ
、
人
材
育
成
の
た
め

に
異
動
さ
せ
る
と
話
が
違
う
と
言
わ
れ
、

企
業
か
ら
す
れ
ば
ど
う
関
わ
っ
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
暗
黒
の
時
代
と
感
じ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
「
理
不
尽
」
へ
の

耐
性
が
極
め
て
弱
い
学
生
を
ど
う
採
用
す

る
の
か
、
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
真
っ

暗
な
ト
ン
ネ
ル
を
走
っ
て
い
る
、
こ
れ
が

企
業
採
用
担
当
者
の
本
音
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
滋
賀
大
学
は
コ
ツ

コ
ツ
真
面
目
に
努
力
す
る
、
し
っ
か
り
勉

強
す
る
、
高
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

を
持
つ
、
こ
れ
ら
を
採
用
担
当
者
が
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
学
生
を
世
の

中
に
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

          

就

職

状

況 
 
 

就職活動ガイダンスの様子 
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〇就職先内訳（産業別・業種別）  

会　　　社　　　名 計 男 女 会　　　社　　　名 計 男 女

133 タック㈱ 1 1 48 昭和電機㈱ 1 1

134 ㈱TKC 1 1 49 ㈱ダイフク 1 1

135 ㈱DTS 1 1 50 ㈱タダノ 1 1

136 TDCソフト㈱ 2 2 51 ㈱ディスコ 1 1 令和６年５月１日現在

137 ㈱ティピカル 1 1 52 東レエンジニアリング㈱ 1 1 計

138 ㈱デーコム  1 1 53 日本精工㈱ 1 1 卒業者 442

139 ㈱テラスカイ 1 1 54 ニプロ㈱ 1 1 進学者

140 ㈱働楽ホールディングス 1 1 55 ㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ 1 1 大学院 11

141 ㈱豊田自動織機ITソリューションズ 1 1 56 三菱重工業㈱ 1 1 大学学部等 0

142 西日本電信電話㈱ 2 2 57 村田機械㈱ 2 1 1 専修学校等 1

143 ㈱ニッセイコム 2 2 58 ㈱やまびこ 1 1 就職者

144 ニッセイ情報テクノロジー㈱ 1 1 電子部品等製造 企業就職 365

145 日本アイ・ビー・エム㈱ 1 1 59 京セラ㈱ 2 2 公務員 31

146 日本システム技術㈱ 1 1 60 ニデックテクノモータ㈱ 1 1 その他 34

147 ㈱日本ソフト開発 1 1 電気・情報通信製造

148 ㈱ビジネスブレイン太田昭和 1 1 61 イビデン㈱ 1 1

149 ㈱日立システムズ 2 2 62 エレコム㈱ 1 1

150 富士ソフト㈱ 1 1 63 オムロン㈱ 1 1

151 ㈱富士通エフサス 1 1 64 ㈱GSユアサ 2 2

152 ㈱フューチャーイン 1 1 65 シャープ㈱ 1 1

153 freee㈱ 1 1 66 住友電装㈱ 1 1

154 三井住友トラスト・システム&サービス㈱ 1 1 67 ㈱ダイヘン 1 1 計 男 女

155 三菱電機インフォメーションネットワーク㈱ 1 1 68 東京エレクトロン㈱ 1 1

156 三菱電機ソフトウエア㈱ 1 1 69 ㈱バッファロー 2 2 1 1 1

157 ㈱メンバーズ 1 1 70 ㈱日立製作所 1 1 2 1 1

158 ユニオンエタニティ㈱ 1 1 71 富士通㈱ 2 1 1 3 1 1

159 LINEヤフー㈱ 1 1 72 富士電機㈱ 1 1 4 4 1 3

160 ㈱ワイ・ディー・シー 1 1 73 船井電機㈱ 1 1 5 1 1

運輸業、郵便業 74 ㈱安川電機 1 1 6 1 1

161 ANA関西空港㈱ 1 1 輸送用機械製造 7 1 1

162 SGホールディングス㈱ 1 1 75 ㈱アイシン 1 1 8 1 1

163 近江鉄道㈱ 1 1 76 ㈱カワサキモータースジャパン 1 1

164 川崎汽船㈱ 1 1 77 極東開発工業㈱ 1 1 9 1 1

165 近畿日本鉄道㈱ 1 1 78 スズキ㈱ 1 1

166 国際自動車㈱ 1 1 79 ダイハツ工業㈱ 2 2

167 佐川急便㈱ 1 1 80 ヤマハ発動機㈱ 1 1

168 全日本空輸㈱ 1 1 その他製造 計 男 女

169 ダイヤ交通㈱ 1 1 81 ㈱イトーキ 1 1

170 トヨタ輸送㈱ 1 1 82 AGC㈱ 1 1 1 1 1

171 名古屋市交通局 1 1 83 コクヨ㈱ 2 2

172 名古屋鉄道㈱ 1 1 84 太平洋セメント㈱ 1 1 2 1 1

173 西日本旅客鉄道㈱ 1 1 85 日本電気硝子㈱ 1 1 3 1 1

174 日本郵政㈱ 1 1 86 ㈱リブドゥコーポレーション 1 1 4 1 1

175 日本郵船㈱ 1 1 光熱水業 5 1 1

176 ㈱丸和運輸機関 1 1 87 大阪ガスネットワーク㈱ 1 1 6 1 1

177 三菱電機ロジスティクス㈱ 1 1 88 関西電力㈱ 1 1 7 1 1

178 ヤマト運輸 1 1 89 東京電力ホールディングス㈱ 1 1 8 1 1

179 郵船ロジスティクス㈱ 1 1 情報通信業 9 1 1

卸売業 90 ㈱アイ・アイ・エム 1 1 10 1 1

180 伊藤忠商事㈱ 1 1 91 アイサンテクノロジー㈱ 1 1 11 1 1

181 岩谷産業㈱ 1 1 92 アビームシステムズ㈱ 1 1 12 1 1

182 キヤノンマーケティングジャパン㈱ 2 2 93 ㈱一休 1 1 13 1 1

183 ㈱ケイズ 1 1 94 インフォテック㈱ 1 1 14 2 2

184 コンドーテック㈱ 2 2 95 ㈱ヴィンクス 1 1 15 1 1

185 ㈱シャルマン 1 1 96 ㈱ウェザーニューズ 1 1

186 第一実業㈱ 1 1 97 ㈱内田洋行ITソリューションズ 1 1 16 2 2

187 ダイワボウ情報システム㈱ 1 1 98 AJS㈱ 1 1 17 2 2

188 トラスコ中山㈱ 2 2 99 SCSK㈱ 1 1 18 1 1

189 橋本総業㈱ 2 1 1 100 エスツーアイ㈱ 2 1 1 19 1 1

190 ㈱フジクラ 1 1 101 NSSLCサービス㈱ 1 1 20 1 1

191 船昌商事㈱ 1 1 102 ㈱NSソリューションズ中部 1 1 21 1 1

北陸電気工事㈱

美樹工業㈱

三菱電機ビルソリューションズ㈱

三菱電機プラントエンジニアリング㈱

㈱合食

㈱ヨネダ

食料・飲料等製造

アサヒビール㈱

味の素㈱

エスビー食品㈱

オタフクソース㈱

㈱グリーンハウス

㈱竹中工務店

二幸産業㈱

日本工営都市空間㈱

鹿島建設㈱

㈱熊谷組

セキスイハイム中部㈱

㈱大林組

㈱岡部

㈱奥村組

鉱業、採石業

近江鉱業㈱

建設業

○就職先内訳（産業別・業種別）

進　　　学　　　先

ミラノ工科大学大学院

専修学校 入学

大原学園

滋賀大学大学院　データサイエンス研究科

シドニー工科大学大学院

兵庫県立大学大学院　社会科学研究科

クイーンズランド工科大学大学院

神戸大学大学院　経済学研究科

滋賀大学大学院　経済学研究科

進　　　学　　　先

大学院 進学

京都大学大学院　経済学研究科

○進学先内訳

22 9

23 11

244 121

0 0

1 0

○進路別内訳

7 4

男子 女子

297 145

進学先・就職先一覧

【経済学部】

令和５年度就職状況

【経済学部】

192 ㈱マルカ 1 1 103 ㈱NSD 2 2 22 1 1

193 ㈱ミスミ 1 1 104 NTTコムウェア㈱ 1 1 23 1 1

194 三井物産㈱ 1 1 105 ㈱NTTデータMHIシステムズ 1 1 24 1 1

195 三菱商事㈱ 1 1 106 ㈱NTTデータMSE 1 1

196 ㈱ミナト 1 1 107 ㈱NTTデータグループ 1 1 25 1 1

197 八木鋼材㈱ 1 1 108 ㈱NTTデータ グローバルソリューションズ 1 1 26 1 1

198 ㈱山星屋 1 1 109 ㈱NTTドコモ 3 2 1 27 1 1

199 リック㈱ 1 1 110 ㈱NPシステム開発 1 1

小売業 111 ㈱オービック 2 2 28 1 1

200 ㈱赤ちゃん本舗 1 1 112 ㈱オービックビジネスコンサルタント 1 1 29 1 1

201 イオンリテール㈱ 5 4 1 113 キーウェアソリューションズ㈱ 1 1 30 1 1

202 ㈱コメ兵ホールディングス 1 1 114 キヤノンITソリューションズ㈱ 1 1 31 1 1

203 ㈱JINS 1 1 115 ㈱KYOSO 1 1 32 1 1

204 ㈱ニトリホールディングス 1 1 116 KDDI㈱ 1 1 33 1 1

205 ㈱ハチバン 1 1 117 ㈱GOOYA Holdings 1 1 34 2 1 1

206 ㈱ファーストリテイリング 1 1 118 コナミグループ㈱ 1 1 35 1 1

207 ㈱マツモト 1 1 119 ㈱コナミデジタルエンタテインメント 1 1 36 1 1

208 ㈱ユニクロ 1 1 120 コムチュア㈱ 1 1 37 1 1

金融（銀行） 121 ㈱サイバード 1 1 38 1 1

209 ㈱あおぞら銀行 1 1 122 サンライズ出版㈱ 1 1 39 1 1

210 ㈱SBI新生銀行 1 1 123 JFEシステムズ㈱ 1 1 40 1 1

211 ㈱関西みらい銀行 1 1 124 ㈱システムインテグレータ 1 1

212 ㈱京都銀行 1 1 125 ㈱システムリサーチ 1 1 41 1 1

213 ㈱山陰合同銀行 1 1 126 シナジーマーケティング㈱ 1 1 42 1 1

214 ㈱滋賀銀行 2 2 127 スマートスケープ㈱ 1 1 43 1 1

215 ㈱静岡銀行 2 2 128 スミセイ情報システム㈱ 1 1 44 1 1

216 ㈱十六フィナンシャルグループ 5 4 1 129 住友電工情報システム㈱ 1 1 45 1 1

217 ㈱名古屋銀行 1 1 130 ㈱セイノー情報サービス 3 3 46 1 1

218 ㈱西日本シティ銀行 1 1 131 ソフトバンク㈱ 2 2 47 1 1

219 ㈱百十四銀行 1 1 132 第一生命情報システム㈱ 1 1 はん用･業務用製造

フタムラ化学㈱

三菱ケミカル㈱

㈱ミルボン

鉄鋼・非鉄金属等製造

㈱青山製作所

㈱神戸製鋼所

住友電気工業㈱

㈱ノチダ

㈱プロテリアル

大和工業㈱

リンナイ㈱

日本パーカライジング㈱

㈱ベイクルーズ

化学・石油等製品製造

ENEOS㈱

㈱大阪ソーダ

高圧ガス工業㈱

コーセーコスメポート㈱

三甲㈱

積水化学工業㈱

㈱ダイセル

㈱ツムラ

東亞合成㈱

東レ㈱

㈱ニップン

日本食研ホールディングス㈱

㈱ロッテ

繊維工業

シキボウ㈱



第１５号         滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会だより    令和６年６月１日  

－ 12 － 

会　　　社　　　名 計 男 女 計 男 女 会　　　社　　　名 計 男 女

4 住友金属鉱山㈱ 1 1 296 1 1 220 ㈱広島銀行 1 1

はん用･業務用製造 297 1 1 221 ㈱北陸銀行 1 1

5 ㈱IHI 1 1 222 ㈱三井住友銀行 2 2

6 ㈱イシダ 1 1 298 1 1 223 三井住友信託銀行㈱ 1 1

7 ㈱島津製作所 1 1 224 ㈱みなと銀行 2 2

電子部品等製造 299 1 1 225 ㈱宮崎銀行 1 1

8 京セラ㈱ 2 1 1 300 1 1 226 ㈱りそなホールディングス 1 1

9 ニチコン㈱ 1 1 301 1 1 金融（協同組織）

電気・情報通信製造 302 2 2 227 岐阜県信用農業協同組合連合会 1 1

10 ソニーセミコンダクタソリューションズ㈱ 1 1 303 1 1 228 京都信用金庫 1 1

11 ㈱SCREENセミコンダクターソリューションズ 1 1 304 1 1 229 京都中央信用金庫 4 3 1

12 ㈱SCREENホールディングス 1 1 305 1 1 230 ㈱商工組合中央金庫 2 1 1

13 東京エレクトロン㈱ 1 1 306 1 1 231 信金中央金庫 1 1

14 パナソニック㈱ 1 1 307 1 1 232 関信用金庫 1 1

15 富士通㈱ 1 1 308 1 1 金融（証券）

輸送用機械製造 309 1 1 233 SMBC日興証券㈱ 1 1

16 トヨタ自動車㈱ 3 1 2 310 1 1 234 岡三証券㈱ 1 1

その他製造 311 1 1 235 西村証券㈱ 1 1

17 TOTO㈱ 1 1 312 1 1 236 みずほ証券㈱ 1 1

情報通信業 313 1 1 金融（その他）

18 I&Jデジタルイノベーション㈱ 1 1 314 1 1 237 イオンフィナンシャルサービス㈱ 1 1

19 AMBL㈱ 1 1 315 1 1 238 SMBCコンシューマーファイナンス㈱ 1 1

20 ㈱アイ・アイ・エム 1 1 239 NTTファイナンス㈱ 1 1

21 ㈱大塚商会 1 1 316 1 1 240 大阪ガスファイナンス㈱ 1 1

22 オムロン ソーシアルソリューションズ㈱ 1 1 317 1 1 241 オリックス㈱ 2 2

23 ㈱キステム 1 1 318 1 1 242 オリックスクレジット㈱ 1 1

24 京都電子計算㈱ 1 1 319 1 1 243 ジェイリース㈱ 1 1

25 ㈱KSK 2 1 1 320 1 1 244 東京センチュリー㈱ 1 1

26 ㈱コア中部カンパニー 1 1 321 1 1 245 ㈱日本政策金融公庫 1 1

27 コベルコシステム㈱ 1 1 322 1 1 246 ㈱日本政策投資銀行 1 1

28 ㈱シーエーシー 1 1 323 1 1 247 ㈱バリューアドバイザーズ 1 1

29 JRAシステムサービス㈱ 1 1 324 1 1 248 三井住友カード㈱ 1 1

30 JCOM㈱ 1 1 325 1 1 249 三菱HCキャピタル㈱ 1 1

31 ㈱ゼンリンデータコム 1 1 326 1 1 250 りそなアセットマネジメント㈱ 1 1

32 第一生命情報システム㈱ 1 1 327 1 1 保険業

33 ㈱True Data 1 1 251 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 1 1

34 ㈱トヨタシステムズ 1 1 328 1 1 252 アフラック生命保険㈱ 1 1

35 ㈱豊田自動織機ITソリューションズ 1 1 329 3 2 1 253 共栄火災海上保険㈱ 1 1

36 ㈱豊通シスコム 1 1 330 1 1 254 銀泉㈱ 1 1

37 日本IBM㈱ 1 1 331 1 1 255 住友生命保険(相) 2 2

38 ㈱日本科学技術研修所 1 1 332 1 1 256 全国共済農業協同組合連合会 1 1

39 ノバシステム㈱ 1 1 333 1 1 257 全国共済農業協同組合連合会 愛知県本部 1 1

40 ㈱ビーネックスソリューションズ 1 1 334 1 1 258 損害保険ジャパン㈱ 1 1

41 日立ヴァンタラ㈱ 1 1 335 1 1 259 大樹生命保険㈱ 1 1

42 みずほリサーチ＆テクノロジーズ㈱ 1 1 336 1 1 260 大同生命保険㈱ 1 1

43 三菱電機インフォメーションシステムズ㈱ 1 1 337 2 2 261 日本生命保険(相) 1 1

44 RIZAPテクノロジーズ㈱ 1 1 338 1 1 262 富国生命保険(相) 1 1

45 ㈱両備システムズ 1 1 339 1 1 263 三井住友海上あいおい生命保険㈱ 1 1

運輸業、郵便業 340 2 1 1 264 明治安田生命保険(相) 1 1

46 西日本旅客鉄道㈱ 1 1 341 1 1 不動産・賃貸業

47 日本航空㈱ 1 1 342 1 1 265 NTT都市開発㈱ 1 1

卸売業 266 近鉄不動産㈱ 1 1

48 岩谷産業㈱ 2 2 267 サムティ㈱ 1 1

49 ㈱たけびし 2 2 268 三井不動産商業マネジメント㈱ 1 1

小売業 269 ヤング開発㈱ 1 1

50 ㈱ニトリホールディングス 1 1 物品賃貸業

51 ㈱平和堂 1 1 令和６年５月１日現在 270 キリックスリース㈱ 1 1

金融（銀行） 計 271 日本スピードショア㈱ 1

52 ㈱セブン銀行 1 1 卒業者 100 法務

53 ㈱三菱UFJ銀行 1 1 進学者 272 愛知県弁護士会 1 1

金融（その他） 大学院 22 その他専門･技術

Evand㈱

その他サービス

㈱アスパーク

会　　　社　　　名

あいち海部農業協同組合

JA共済ビジネスサポート㈱

宗教

(一財)本願寺文化興隆財団

㈱ウィルオブ・コンストラクション

㈱スタッフサービス・ホールディングス

綜合警備保障㈱

㈱コトラ

㈱ジェイエイシーリクルートメント

エン・ジャパン㈱

共同エンジニアリング㈱

㈱NEWONE

パーソルプロセス&テクノロジー㈱

㈱パンクチュアル

㈱ダイハツビジネスサポートセンター

立谷通信㈱

ディップ㈱

中日本高速道路㈱

関東信越国税局

国税局

滋賀労働局

㈱マイナビ

国家公務

大阪国税局

鳥取労働局

名古屋高等裁判所

名古屋国税局

中国四国厚生局

中部経済産業局

東京国税局

一宮市役所

大阪府庁

大津市役所

名古屋法務局

法務省

地方公務

愛知県庁

鯖江市役所

滋賀県警察

滋賀県庁

金沢市役所

京都府庁

上毛町役場

○進路別内訳

三重県庁

和歌山県庁

千曲市役所

長浜市役所

彦根市役所

17 5

男子 女子

79 21

令和５年度就職状況

【データサイエンス学部】

54 ㈱ジェーシービー 1 1 大学学部等 0 273 AKKODiSコンサルティング㈱ 1 1

55 トヨタファイナンス㈱ 2 2 専修学校等 0 274 ㈱インフキュリオン 1 1

保険業 就職者 275 京都税理士法人 1 1

56 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 1 1 企業就職 73 276 ㈱空ディメンジョンズ 1 1

57 住友生命保険(相) 1 1 公務員 2 277 ㈱サイバーエージェント 1 1

58 大同生命保険㈱ 1 1 その他 3 278 白潟総合研究所㈱ 1 1

59 明治安田生命保険(相) 1 1 279 ㈱セプテーニ・ホールディングス 1 1

その他専門･技術 280 ㈱帝国データバンク 1 1

60 アクセンチュア㈱ 1 1 281 Deloitte Taiwan 1 1

61 AKKODiSコンサルティング㈱ 1 1 282 デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー(合同) 1 1

62 ㈱インテージ 2 1 1 283 ㈱日本経営 1 1

63 ㈱インテージリアルワールド 1 1 284 PwC税理士法人 1 1

64 データアナリティクスラボ㈱ 1 1 計 男 女 285 ㈱船井総合研究所 1 1

国家公務 286 有限責任監査法人トーマツ 2 1 1

65 大阪航空局 1 1 1 1 1 宿泊・飲食

地方公務 2 1 1 287 リゾートトラスト㈱ 1 1

66 浜松市役所 1 1 3 16 13 3 生活関連ｻｰﾋﾞｽ

4 1 1 288 ㈱日本旅行 2 1 1

5 1 1 289 ㈱ユニクエスト 1 1

1 1 学校教育

6 1 1 290 (学)津田学園 1 1

291 東京都立第五商業高等学校 1 1

その他教育

計 男 女 292 ㈱イーオン 1 1

医療・保健

1 2 2 293 伊藤内科クリニック 1 1

294 医療法人 恭昭会 彦根中央病院 1 1

2 1 1 社会保険・福祉

3 1 1 295 日本年金機構 1 1

複合サービス

0 0

0 0

○進学先内訳

進　　　学　　　先

3 0

57 16

2 0

滋賀大学大学院　データサイエンス研究科

東京医科大学大学院　医学研究科

東京工業大学大学院　技術経営専門職学位課程

大学院 進学

大阪大学大学院　医学系研究科

京都大学大学院　情報学研究科

会　　　社　　　名

建設業

佐藤工業㈱

東京大学大学院　情報学環・学際情報学府

名古屋大学大学院　環境学研究科

○就職先内訳（産業別・業種別）

鉄鋼・非鉄金属等製造

化学・石油等製品製造

花王㈱

㈱ブリヂストン

進学先・就職先一覧

【データサイエンス学部】
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「
滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨
制

度
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
勉
学

等
で
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
個
人
、
若
し

く
は
団
体
を
報
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
諸
君
の
日
頃
の
勉
学
等
を
支
援
し
、
資

質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た
制
度
で
す
。 

 

下
表
に
記
載
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
対
象

基
準
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
報
奨
金
を
給
付
す
る
も
の
で
、

報
奨
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
「
更
な
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資
金
と
し
た

い
。
」
等
と
の
頼
も
し
い
発
言
も
あ
り
、

今
後
も
、
多
く
の
学
生
諸
君
か
ら
の
応
募

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

学
生
諸
君
に
は
、
別
途
、
学
内
に
お
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ぜ
ひ
本
制

度
を
お
子
様
に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。 

 

 

今
後
も
、
よ
り
良
き
制
度
に
改
善
し
て

行
き
た
く
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ
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ン
ス
学
部
共
通
事
務
部
総
務
・
企
画
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後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨

制
度
に
つ
い
て
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令和5年度  経済学部・データサイエンス学部後援会  収支計算書

前年度繰越額 21,311,530 支払済額 20,031,433 学部学生 564名× ＠25,000円 ＝ 14,100,000円

会費 15,225,000 編入生等 26名× ＠12,500円 ＝　　325,000円

利息（8月） 132 大学院（前） 54名× ＠12,500円 ＝　　675,000円

利息（2月） 111 次年度繰越金 16,505,340 大学院生（前・5年一貫） 1名× ＠6,250円 ＝　　6,250円

合        計 36,536,773 合        計 36,536,773 大学院生（前・1年制） 1名× ＠6,250円 ＝　　6,250円

大学院（後） 6名× ＠18,750円 ＝　　 112,500円

   計 15,225,000円

予　算　額 支　出　額 差引残額

①厚生体育費 学生行事補助 500,000 499,579 421

　補助 体育大会補助 1,620,000 1,619,000 1,000

部活動補助 1,000,000 842,053 157,947

小     計 3,120,000 2,960,632 159,368

②文化活動費 学生行事補助 680,000 680,000 0

　補助 部活動補助 800,000 612,070 187,930

小     計 1,480,000 1,292,070 187,930

③学務関係補助 2,500,000 811,572 1,688,428

④図書充実費 800,000 799,436 564

⑤体育充実費 800,000 754,793 45,207

⑥就職補助費 1,800,000 1,710,868 89,132

⑦団体分担金 240,000 31,210 208,790

⑧研究所等補助 研究所 340,000 340,000 0

史料館 70,000 70,000 0

DS・AIｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研
究推進ｾﾝﾀｰ

70,000 70,000 0

小     計 480,000 480,000 0

⑨入学式・ 入学式 10,000 0 10,000

　卒業式等経費 卒業式 10,000 0 10,000

役員会 250,000 212,108 37,892

小     計 270,000 212,108 57,892

⑩広報費 600,000 426,085 173,915

⑪渉外費 学部渉外費 350,000 364,459 -14,459

⑫総務費 庶務費・雑費 60,000 29,835 30,165

⑬資格取得等報奨金 3,000,000 3,181,900 -181,900

⑭情報教育充実費 1,000,000 812,555 187,445

100,440 100,220 220

⑯繰越金活用事業 5,000,000 3,669,350 1,330,650

21,600,440 17,637,093 3,963,347

⑰学部記念事業援助費積立 1,000,000 1,000,000 0

⑱会議準備費積立 100,000 100,000 0

⑲予備費 13,836,333 1,294,340 12,541,993

36,536,773 20,031,433 16,505,340

令和6年3月31日

運動大会補助、学長表彰副賞、卒業祝賀会補助

収　　　　　入 【会費収入内訳】

科　　　　　　　　　　　目 備 　　　　　　　　　　　　　         考

支　　　　　出

（単位：円）

資料購入・運営費等補助・学生懸賞論文副賞等

滋和戦・全国大会出場者交通費・ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｷｬﾝﾌﾟ補助等

体育系課外物品援助 

開学祭、滋大祭補助

文化系課外物品等援助、学外施設使用料援助

学務関係諸経費補助、成績等送付経費、成績優秀者表彰等

図書購入費

ゴルフ実習費、スキー教室経費、消耗品費等

SPI対策講座補助、就活関連図書購入

会費、学会開催経費補助

学生用セキュリティソフト等

資料購入・運営費等補助等

資料購入・運営費等補助等

役員会交通費、その他諸経費補助　

後援会だより印刷費、送料、封筒印刷費

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ飲物代、教員面接等交通費補助等

事務費（PDF編集ソフト）、通信費、切手代外

資格取得等報奨金　

入学辞退者会費返還、事務補佐員人件費相当額等

合          計

外国人留学生援助金

 計

テニス練習ボード修繕費、海外研修費補助

「事業準備費」に繰入

「会議準備費」に繰入

⑮外国人留学生援助費
（滋賀大学基金）

前年度繰越額 5,906,368 彦根高商創立百周年記念事業支出 282,754 前年度繰越額 1,077,736 12大学経済学部長・事務長会議支出予定額 0

受入 1,000,000 彦根高商創立百周年記念事業支出予定額 0 受入 100,000 次年度繰越予定額 1,177,746

利　息（8月分） 27 次年度繰越予定額 6,623,669 利　息（8月分） 5

利　息（2月分） 28 利　息（2月分） 5

合　　計 6,906,423 合　　計 6,906,423 合　　計 1,177,746 合　　計 1,177,746

令和6年3月31日

（単位：円）

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

令和５年度　会議準備費　収支計算書令和５年度　事業準備費　収支計算書

（単位：円）

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

令和6年3月31日
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令和６年度 経済学部・データサイエンス学部後援会予算 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 予算額 備考 

前年度繰越額 

会費（学部生） 

会費（大学院生・前期） 

会費（大学院生・後期） 

会費（編入・大学院１年） 

利息（見込み） 

１６，５０５，３４０ 

１４，２５０，０００ 

９１２，５００ 

５６，２５０ 

２７５，０００ 

１７０ 

 

新入生５７０名×＠２５，０００ 

新入生７３名×１２，５００ 

新入生３名×＠１８，７５０ 

編入生等２１名×＠１２，５００、大学院１年２名×６，２５０ 

収入合計 ３１，９９９，２６０  

科目 予算額 備考 

①厚生体育費補助 

②文化活動費補助 

③学務・学生支援関係補助 

④図書充実費 

⑤体育充実費 

⑥就職補助費 

⑦団体分担金 

⑧研究所補助 

⑨入学式・卒業式・役員経費 

➉広報費 

⑪渉外費 

⑫総務費 

⑬人件費 

⑭資格取得等報奨金 

⑮会計スペシャリスト育成 

⑯情報教育充実費 

⑰滋賀大学基金 

⑱繰越金活用事業 

⑲予備費 

３，１２０，０００ 

１，４８０，０００ 

１，５００，０００ 

８００，０００ 

５００，０００ 

１，６００，０００ 

１２０，０００ 

４８０，０００ 

４５０，０００ 

２５０，０００ 

５００，０００ 

１００，０００ 

１，０００，０００ 

３，２００，０００ 

５００，０００ 

９００，０００ 

１００，４４０ 

５，０００，０００ 

１０，３９８，８２０ 

運動大会補助、大会費補助、体育系課外物品援助 

滋大祭等補助、文化系課外物品等援助、学外施設使用料援助 

学務関係諸経費補助、成績等送付経費、学生福利厚生設備補助等 

図書購入費 

ゴルフ実習費、スキー教室経費、運動施設整備費等 

ＳＰＩ対策講座、就職指導経費等 

会費、学会開催経費・院生交流会経費補助 

資料購入・運営費等補助 

入学式・後援会説明会・卒業式経費、役員会会議費、交通費等 

後援会だより製作費、案内はがき・送料、封筒印刷費 

オープンキャンパス関係、学部運営費、教員面接交通費補助等 

消耗品、通信費、切手代等 

後援会事務局担当事務補佐員の人件費補助 

資格取得報奨金、振込手数料 

新設 

学生用セキュリティソフト等 

旧・外国人留学生援助金 

支出合計 ３１，９９９，２６０  

(単位：円) 

(単位：円) 

収   入 

支   出 

役 職 氏  名 

会 長 村木 雅直 

副会長 村松 由美 

副会長 山川 友美 

監 事 土井 忠史 

監 事 中川 さゆり 

幹 事 堀部 千夏 

幹 事 森野 陽子 

幹 事 坂野 高志 

幹 事 西尾 貞司 

幹 事 安積 愛子 

幹 事 宇野 孝志 

幹 事 戸谷田 知成 

幹 事 貝吹 行則 

幹 事 山之内 伸宏 

本後援会の通常総会は、昨年度に規約第１４条を改正し、通常総会は毎年

５月に開催することに決まり、規約に即して５月の役員会の開催をもって

総会に代えることになりました。今年度の総会は経済学部・データサイエ

ンス学部の執行部が一新し、さらには、４名の新役員が決定するなど新体

制で後援会を運営することになりました。今年度の入学式での後援会説明

会を開催しご興味いただいた方も多く、大変嬉しく思います。ご参加いた

だきました皆さまお礼申し上げます。また、新役員は令和６年５月２５日

に開催された役員会で承認をいただいた旨、ご報告申し上げます。新体制

で後援会を益々盛り上げていく所存でおります。皆さま、一年間どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。なお、内容に関するご意見・ご質問等につき

ましては、以下にお問い合わせください。 

≪お問い合わせ≫滋賀大学 経済学部・データサイエンス学部共通事務部 

総務・企画係 TEL：０７４９－２７－１０３０ 

後援会総会 令和６年度 後援会役員会名簿 

編集後記 

後援会だよりは以下のQRコードからでもご覧いただけます。 

記事の感想や要望、後援会や経済学部・DS学部に対するご要望、ご意見等

をお聞かせください。 

(送付先) 

滋賀大学 経済学部・ＤＳ学部共通事務部総務・企画係 

E-mail：ksyomu@biwako.shiga-u.ac.jp 
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